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EPIC

第 22 章 　 EPIC

　 本章では EPIC によ る配置配線結果の確認方法や、 ネ ッ ト リ ス ト の編集方法について説明し ます。 なお、
EPIC は Diamond Ver.3.4 からはサポー ト 終了の予定です （削除されます） ので、 ご留意下さい。

22.1 EPIC の操作

22.1.1 EPIC の起動

Windows 上での起動

EPIC は Windows のス ター ト メ ニ ューまたはプロ ジェ ク ト ・ ナビゲータの Tcl Console から起動し ます 
（Lattice Diamond のプロジェ ク ト ・ ナビゲータに ECIC 起動のア イ コ ンはあ り ません）。

ス ター ト メ ニ ューか ら起動する場合は、 [ 全てのプ ロ グ ラ ム ] => [Lattice Diamond <version_number>] =>     
[Accessories] => [EPIC] の順に選択し ます。

プロジェ ク ト ・ ナビゲータの Tcl Console から起動する場合は、 Tcl Console で以下のコマン ド を実行し ま  
す。

　 epic &

なお、 この際プロジェ ク ト を開いている必要はあ り ません。

図 22-1. Tcl console からの EPIC の起動

Linux 上での起動

EPIC は Linux の terminal またはプロ ジェ ク ト ・ナビゲータの Tcl Console から起動し ます（Lattice Diamond  
のプロジェ ク ト ・ ナビゲータに EPIC 起動のア イ コ ンはあ り ません）。

Linux の terminal から EPIC を起動する場合は、 以下のコマン ド を実行し ます。
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　 diamond -epic &

プロジェ ク ト ・ ナビゲータから EPIC を起動する場合は、 以下のコマン ド を実行し ます。

　 epic &

　 起動し た EPIC では、 まずオペレーシ ョ ンを選択し ます。

図 22-2. オペレーシ ョ ンの選択

　 既存のネ ッ ト リ ス ト を観測／編集する場合は [Open Design] を ク リ ッ ク し ます。 [Open Design] を ク リ ッ ク  
する と、 ネ ッ ト リ ス ト （*.ncd） を選択する ウ イ ン ド ウが立ち上が り ます （図 22-3）

図 22-3. 観測／編集対象の選択表示例

　 Lattice Diamond で配置配線を行った場合、 プロジェ ク ト のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン ・ フ ォルダには拡張子 
が .ncd のフ ァ イルが 2 つあ り ます。 [ プロ ジェ ク ト 名 ]_[ イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン名 ]_map.ncd は配置配線前
のネ ッ ト リ ス ト 、 [ プロジェ ク ト 名 ]_[ イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン名 ].ncd は配置配線完了後のネ ッ ト リ ス ト で
す。 EPIC では、 必ず配置配線完了後のネ ッ ト リ ス ト （*_map.ncd ではない方） を選択し て く ださい。

　 ネ ッ ト リ ス ト を選択する と、制約フ ァ イル と動作モード の設定ウ イ ン ド ウが起動し ます。制約フ ァ イルは、
イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン ・ フ ォルダにあ る ものが選択されています。 必要に応じ て別の制約フ ァ イルを選択
するか、prohibit 等、配置配線を編集するのに都合の悪い制約が記載されている場合は制約フ ァ イル情報を削
除し て く ださい。

　 動作モード は以下の ３ つの中から １ つを選択し ます。

• Read Only : ネ ッ ト リ ス ト の観測のみ可。 編集は不可

• Read ／ Write : ネ ッ ト リ ス ト の配置、 配線、 論理の編集可

• No Logic Changes : ネ ッ ト リ ス ト の配置と配線の編集が可能。 論理の変更は不可
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　 設定完了後に [Start] ボタ ンを ク リ ッ クする と、 ネ ッ ト リ ス ト を読み込んだ EPIC が起動し ます。

22.1.2 表示の制御

22.1.2.1 表示の拡大／縮小

　 表示の拡大／縮小は、 メ ニューの選択かマウ スの ド ラ ッ グで行います。 EPIC の メ ニ ューバーで [View] を
ク リ ッ クする と表示される メ ニューの中に、 拡大／縮小制御の メ ニューがあ り ます。

図 22-4. 表示の拡大／縮小 メ ニュー

　 [Zoom In] ／ [Zoom Out] はそれぞれ拡大／縮小、 [Zoom All] は全体表示です。 [Zoom To] は、 コ ンポーネン    
ト や配線を選択し ている場合に、それらが配置されている表域全体を表示する メ ニ ューです。マウ スの ド ラ ッ
グで制御する場合は、 右ク リ ッ ク し て右側への ド ラ ッ グが拡大、 左側への ド ラ ッ グが縮小にな り ます。

22.1.2.2 表示位置の変更

　 表示位置を変更する方法は ３ つあ り ます。
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図 22-5. サブウ イ ン ド ウの表示範囲

１ つ目は、 キーボード の矢印キーによ る操作です。 表示範囲が押し たキーの方向に移動し ます。

２ つ目は、 マウ スの ド ラ ッ グによ る操作です。 マウ ス を右ク リ ッ ク し たま ま ド ラ ッ グする と、 表示範囲
がマウ スの ド ラ ッ グ方向へ移動し ます。

３ つ目は、 サブウ イ ン ド ウによ る表示範囲の制御です。 EPIC で表示を拡大し ている場合、 ウ イ ン ド ウ
の右上のサブウ イ ン ド ウには、 赤い点線で現在のネ ッ ト リ ス ト の表示範囲が表示されます。 こ の赤い点
線の領域を、 マウ ス を右ク リ ッ ク し て ド ラ ッ グする こ と でネ ッ ト リ ス ト の表示範囲を変え る こ と ができ
ます。

22.1.2.3 ウイ ン ド ウの分割

　 EPIC では、 ウ イ ン ド ウ を水平または垂直方向に分割し て表示させる こ と ができ ます。 表示位置、 拡大／縮
小等も分割し たウ イ ン ド ウ ご と に個別に行えます。 ウ イ ン ド ウ を分割するには、 メ ニューバーから [View] => 
[Split Horizontally] （水平方向に分割） または [Split Vertically] （垂直方向に分割） を選択し ます （図 22-6）。

表示範囲を示す

サブウインドウ
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図 22-6. ウ イ ン ド ウ分割表示

22.1.3 リ ソースの検索と ハイ ラ イ ト 表示

　 リ ソースの検索には Objects ウ イ ン ド ウ を使用し ます。

　 *****-----------------
• Objects ウ イ ン ド ウは EPIC 起動時に一緒に立ち上が り ますが、 表示されない場合は メ ニューバーから
[View] => [Objects] の順に選択し ます。

　 *****-----------------

　 リ ソース検索の際には、 まず Objects ウ イ ン ド ウの最上部で、 検索する リ ソースの種類を選択し ます。 リ
ソースの種類には以下の種類のものがあ り ます。
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図 22-7. Objects ウ イ ン ド ウによ る リ ソース検索

表 22-1. リ ソースの種別

　 リ ソースの種別を選択する と、 それに対応し た リ ソース名がウ イ ン ド ウ上に表示されます。 必要に応じ て
ウ イ ン ド ウ最下部に文字列を入力する こ と で リ ソース名のフ ィ ルタ リ ングを行 う こ と ができ ます。Objects ウ
イ ン ド ウの リ ソース名を ク リ ッ クする と、 EPIC 上で対応する リ ソースが赤 く ハイ ラ イ ト 表示されます。

　 リ ソースがハイ ラ イ ト 表示されている状態で EPIC ウ イ ン ド ウ右側の [Zoom To] ボタ ンを ク リ ッ クする と、 
選択し ている リ ソースが最大表示される よ う に拡大／縮小されます。

22.1.4 デバイ スの表示制御

　 EPIC 上で表示する リ ソースの制御は [Layers] ウ イ ン ド ウ を使用し ます。EPIC では、[Layers] ウ イ ン ド ウで
選択されている リ ソースのみが表示されます。 [Layers] ウ イ ン ド ウで表示を切 り 替え る こ と ができ るのは以
下の リ ソースです。

リ ソース種別名 説明

All Nets 全ての信号 （Routed Nets + Unrouted Nets）

Routed Nets 配線された信号名

Unrouted Nets 配線されていない信号

All Comp 全ての Components （Placed Comps + Unplaced Comps）

Placed Comps 配置された Components

Unplaced Comps 配置されなかった Components
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図 22-8. Layer ウ イ ン ド ウ

表 22-2. Layers ウ イ ン ド ウで表示制御でき る リ ソース

22.1.5 ネ ッ ト リ ス ト の編集

22.1.5.1 内部信号のポー ト への引き出し

　 EPIC を使用し て内部信号をポー ト へ引き出す場合は、 Signal Probing Configuration を使用し ます。 EPIC の  
メ ニューバーから [Tool] => [Signal Probing] の順に選択する と起動し ます。

　 Signal Probing Configuration では、 左側に信号の リ ス ト 、 右側に未使用ピンの リ ス ト が表示されています。  
信号を引き出す際は、 左側の リ ス ト から引き出す信号を選択し、 右側のピン リ ス ト にあ る引き出し先のピン
の [Signal] 欄へド ラ ッ グ し ます。 これで指定し た信号が指定し たピンへ自動的に配線されます。

　 *****------------------
• 配線 リ ソースの関係上、 配線でき ない場合も あ り ます

　 *****------------------

　 なお、 信号を引き出せるのは [Signal] 欄がブラ ン クのピンのみです。 既に配線済みのポー ト （[Signals] 欄に
信号名が表示されているポー ト ） へド ラ ッ グ し て も、 自動的に繋ぎ変え られる こ と はあ り ません。

リ ソース名 説 　 明 デフ ォル ト

localwire
デバイスの配線リ ソース

SLICE 間等の短距離を接続するための配線リ ソース
非表示

longwire
デバイスの配線リ ソース

ク ロ ッ ク等の長距離を接続するための配線リ ソース
非表示

pinwire
デバイスの配線リ ソース。 SLICE 等と スイ ッ チボ ッ ク ス
間を接続するための配線リ ソース

非表示

sites デバイスのロジ ッ ク リ ソース。 未使用だ と白枠のみ表示 表示

switchbox
local/longwire と ロジ ッ ク リ ソースを接続するスイ ッ チ
ボ ッ クス

非表示

components ネ ッ ト リ ス ト 内のロジ ッ ク リ ソース 表示

route ネ ッ ト リ ス ト 内の信号 表示

text 配置されている リ ソース名 非表示
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図 22-9. Signal Probing の起動

図 22-10. 配線完了後の Signal Probing Configuration

　 なお、 こ こ で行われるのは配線の接続だけで IO バッ フ ァ の属性 （バッ フ ァ タ イプ、 ド ラ イブ電流、 etc.）
までは設定されません。 IO バッ フ ァのコ ンフ ィ グレーシ ョ ンは 22.1.5.5 項に従ってマニュ アル操作で行って
く ださい。

22.1.5.2 EPIC による回路の追加

　 未使用 リ ソース を使用し て回路を追加する場合、 まず未使用 リ ソースのア ク テ ィ ブ化を行います。 未使用
リ ソース を ク リ ッ ク し て選択し た状態 （赤枠） で、 メ ニューバーから [Edit] => [Add] の順に選択するか、 ウ  
イ ン ド ウ右側の [Add] ボタ ンを ク リ ッ クする と選択し た 　 この際に、 リ ソース名を設定する ウ イ ン ド ウが起
動し ますので、 任意の名前を入力し ます。 リ ソースがア ク テ ィ ブ化されます。
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図 22-11. リ ソースのア ク テ ィ ブ化

図 22-12. リ ソース名設定ウ イ ン ド ウ

　 ア ク テ ィ ブ化された リ ソースはコ ンフ ィ グレーシ ョ ンを変更し た り 、 信号の接続 （配線処理） を行った り
でき る よ う にな り ます。

22.1.5.3 配線の追加

　 リ ソース間をつなぐ配線を追加する場合は、 まず接続する信号名と リ ソースのポー ト （シンボル左側の三
角形） を選択し ます。 入力ポー ト のシンボルを ク リ ッ クする と赤 く 表示され、 選択状態にな り ます。 この際、
EPIC のウ イ ン ド ウ下部に選択し たポー ト 名が表示されます （図 22-13）。

図 22-13. シンボルの入力ポー ト 選択

選択したポート名の

表示
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　 この状態で、 メ ニューバーから [Edit]=>[Add] の順に選択するか、 ウ イ ン ド ウ右側の [Add] ボタ ンを ク リ ッ
クする と、 選択し たポー ト に選択し た信号が接続されます。

　 *****------------------
• 配線 リ ソースやアーキテ クチャの関係上、 配線でき ない場合も あ り 、 この と きは接続が黄緑色で表示
されます

• ク ロ ッ ク配線は元のネ ッ ト リ ス ト で Primary/Secondary ク ロ ッ ク を使用し ている信号を選択し ていて
も、 通常配線を使用し て配線されます。 このため、 ク ロ ッ ク配線が追加になる よ う なネ ッ ト リ ス ト の変
更は推奨し ません

　 *****------------------

22.1.5.4 配線の切断

　 既存 の 配線 を 切断す る 場合、 接続先全 て を 切断す る 場合 は、 信号名 を 選択 し メ ニ ュ ーバー か ら
[Edit]=>[[Delete] の順に選択するか、 ウ イ ン ド ウ右側の [Delete] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 切断するのが特定
の接続のみの場合は、 切断 し たい リ ソ ー ス の入力ポー ト を選択 し ま す。 こ の状態で メ ニ ュ ーバーか ら
[Edit]=>[[Delete] の順に選択するか、 ウ イ ン ド ウ右側の [Delete] ボタ ンを ク リ ッ クする と、 選択し たポー ト へ
の接続だけが切断されます （図 22-14）。

図 22-14. 配線の切断

22.1.5.5 リ ソースのコ ン フ ィ グレーシ ョ ン確認および変更

　 リ ソースのコ ンフ ィ グレーシ ョ ンを確認または変更する場合は、 まず変更対象の リ ソース をダブルク リ ッ
ク し ます。 リ ソースのコ ンフ ィ グレーシ ョ ンを表示する ウ イ ン ド ウが立ち上が り ます。 表示画面は選択し た
リ ソースによ って異な り ますが、 基本的には以下のルールでコ ンフ ィ グレーシ ョ ンが設定されます。

• 動作モード はチェ ッ ク ボ ッ ク ス または リ ス ト から選択

• 青い線が使用される配線
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図 22-15. SLICE のコ ンフ ィ グレーシ ョ ン表示

出力ポー ト のアク テ ィ ブ化

コ ンフ ィ グレーシ ョ ン設定ウ イ ン ド ウで一番右側に表示されているのは、そのコ ンポーネン ト の出力
ポー ト です。使用する出力ポー ト は、 シンボルの左側にあ る三角を ク リ ッ ク し ア ク テ ィ ブ化する必要
があ り ます。

図 22-16. 出力ポー ト のア ク テ ィ ブ化

配線経路の変更

配線経路はセレ ク タや出力ポー ト のシンボルの左側にあ る三角や四角のシンボルを ク リ ッ クする こ
と で設定し ます。

セレ ク タや出力ポー ト の左側にあ る三角はク リ ッ ク し て ON/OFF を切 り 替えます。 セレ ク タの入力
全てが三角のシンボルの場合は、 ク リ ッ ク し て水色に表示されている経路が使用されるパスです。 ど
ち らかが固定値の場合、 その値は変更でき ません。
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図 22-17. 配線経路の切 り 替え （入力のシンボルが三角）

セレ ク タの入力ポー ト のシンボルが四角の場合、 経路の選択だけでな く 、 固定値の変更も でき ます。
経路の選択はシンボルが三角の場合と同じ く シンボルの ク リ ッ ク で行います。固定値側の入力を選ん
だ際は、キーボード の [Shift] キーを押し ながら四角のシンボルを ク リ ッ クする こ と で固定値の値を変
更する こ と ができ ます。

図 22-18. 入力固定値の切 り 替え （水色の値が固定値）

LUT の論理確認および変更

SLICE 内の論理回路を ロジ ッ ク または LUT モード で使用し ている場合、 LUT で実現する論理式はウ
イ ン ド ウ下部の [Properties] ボタ ンを ク リ ッ クする こ と で確認でき ます。

論理式の演算子は以下のよ う に表されます。

 　 　 *:  AND 　 　 +:  OR 　 　 ~:  NOT 　 　 @: 　 XOR

演算項の A/B/C/D は、F0 の場合 LUT の入力 A0/B0/C0/D0、F1 の場合は LUT の入力 A1/B1/C1/D1
に対応し ています。 論理を変更／追加する場合は、 この論理式記述を変更／追加し ます。

LUT の論理演算で使用されている入力は自動的に LUT と接続されますが、 LUT の倫理式を追加し て
も LUT 出力と出力ポー ト （F0/F1） は自動的には接続されません。 LUT を使用する場合は必ず出力
ポー ト も ア ク テ ィ ブ化し て く ださい。

コ ンフ ィ グレーシ ョ ンを変更後は、 必ず [OK] ボタ ンを ク リ ッ ク し てウ イ ン ド ウ を閉じ て く ださい。
こ の際、 自動的に DRC （Design Rule Check） が実行されコ ン フ ィ グレーシ ョ ン設定に問題がないか  
チェ ッ ク されます。
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図 22-19. LUT 内の論理式表示

なお、 以下の メ ッ セージは SLICE のコ ンフ ィ グレーシ ョ ン変更でア ク テ ィ ブにし た入出力ポー ト に、
配線が何も接続されていないこ と を表すものです。 従って、 SLICE のコ ンフ ィ グレーシ ョ ン変更時の
DRC では、 この メ ッ セージが出力されて も問題あ り ません。

WARNING - epic: : blockcheck: Pin ピン番号 on component コ ンポーネン ト 名 has no signal but is used               
inside the comp.

22.1.6 変更内容の保存

　 EPIC 上の変更は保存する までネ ッ ト リ ス ト には反映されません。 メ ニューバーから [File] => [Save] の順に  
選択する と、 変更内容がネ ッ ト リ ス ト に反映されます。
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図 22-20. 編集後ネ ッ ト リ ス ト の保存

22.2 改訂履歴

--- *** ---

Ver. Date page 内 　 容

3.3 Mar. 2015 22-1 （第 22 章に変更） Diamond 3.4 以降未対応について追記
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